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２０２２年４月１１日 

 

 

ＳＵＰＥＲ ＦＯＲＭＵＬＡレースレポート 

 

＃１５ 笹原、ポールポジション獲得！ 

＃１ 野尻、粘り強い走りで２位表彰台を獲得！ 

 
２０２２年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第１戦 富士スピードウェイ 
距離：４，５６３ｍ×４１Ｌａｐｓ（１８７．０８３ｋｍ） 
２０２２年４月９日（土）天候：晴れ／路面：ドライ 
 
 
■予選 ＃１５ 笹原 １位 / ＃１  野尻  ６位 
 
■決勝 ＃１  野尻 ２位 / ＃１５ 笹原 １９位 
 
 
【野尻選手】  
 

ファンの皆様、スポンサーの皆様、本年も応援とサポートを 
ありがとうございます。開幕戦は２位で終えることができま 
した。一時はトップを走っていただけに、悔しい気持ちもあり 
ますが、十分攻めた戦略で、やり切ることのできた決勝レースで
した。 
 
明日（第２戦）は予選の段階からフロントローに並ぶことを  
意識し、決勝での優勝を見据え、予選から全力でぶつかって  
行きます。 
 
是非、明日も熱い応援をよろしくお願いいたします。ありがとう
ございました。 
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【笹原 選手】 
 
２０２２シーズンスーパーフォーミュラの開幕です。私の  

参戦決定後、スポンサーシップに名乗りを上げて下さった企業
様には心より感謝申し上げます。また、時間がない中で、車の 
準備をしてくれたチーム、エンジニア、そしてメカニックの  
皆様にも感謝の気持ちでいっぱいです。 
 
テストから予選までに積み上げてきたデータで臨んだ予選で、
ポールポジションを獲れたことは本当に嬉しいです。自分でも
びっくりしました。それに、両親も観戦に来てくれていたので 
良かったです。 

 
決勝はポールからのスタートだっただけに少し緊張はしました。またそのスタートでストールして
しまい残念です。再スタート後、プッシュをしていたらタイヤがパンクしてしまい、ピットイン  
せざるを得ない状況となりました。その後もあきらめることなく、第２戦に向け、データの取得を
念頭にプッシュし続けました。 
 
今日は手応えもあり、走行ペースも良かったので、明日の予選と決勝も頑張れそうです。    
応援よろしくお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【田中監督】 
 
シーズン直前に急遽、笹原選手の参戦が決まりました。チームとしては２０２１年チャンピオン

の野尻選手と笹原選手という、この上ない体制でシーズンを闘えることになりました。２台体制を  
応援していただきましたスポンサー様、そしてご尽力いただきました関係者の皆様に深く感謝  
申し上げます。そしてこの短期間で車を仕上げてくれたチームのみんなに感謝しています！ 
 
開幕富士の予選、やりました！笹原選手がポールポジションを獲ってくれました！             
ＴＥＡＭ ＭＵＧＥＮレギュラードライバーとしての初戦の予選で自身初となるポール        
ポジションを獲ってくれました。チームとしても笹原選手の速さを証明できとても嬉しいです。 
 
レースは残念ながらスタートの失敗で結果を残せませんでしたが、レースペースの速さが確認出来
たので明日の第２戦に期待してほしいと思います！ 
 
そして野尻選手、予選では少しセットの方向を誤って６位という結果となりましたが、レースでは
野尻選手らしい粘り強いレースを見せてくれて２位表彰台を獲得してくれました。この結果には  
チームとして満足していますし、第２戦につながるものでもありました。 
 
明日の第２戦は最高の結果を目指してチーム一丸となって闘いますので応援をお願いします。 
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２０２２年４月１１日 

 

 

ＳＵＰＥＲ ＦＯＲＭＵＬＡレースレポート 

 

野尻、ポール･トゥ･ウィンで今季１勝目を飾る！ 

 
２０２２年 全日本スーパーフォーミュラ選手権 第２戦 富士スピードウェイ 
距離：４，５６３ｍ×４１Ｌａｐｓ（１８７．０８３ｋｍ） 
２０２２年４月１０日（日）天候：晴れ／路面：ドライ 
 
 
■予選 ＃１ 野尻 １位 / ＃１５ 笹原  ３位 
 
■決勝 ＃１ 野尻 １位 / ＃１５ 笹原 １０位 
 
 
【野尻選手】  
 

今日のこのレースは最高の戦い方が出来ました。本当に  
嬉しいです。 
 
昨日の開幕戦の悔しさをバネに、予選からポールをとりに行く
覚悟でアタックしてポールを取ることが出来ました。 
 
決勝は路面温度が昨日より高かったので、どう対処するか苦慮
しましたが、比較的短い時間で車を仕上げる事が出来ました。 
戦略も良かったですし、最高の結果で終わる事が出来ました。 
 
まだまだ始まったばかりです、当然ですが気を抜かず次の鈴鹿
でも勝ちにいきます。 

 
応援してくださった関係・協力会社の皆様やファンの皆様、ありがとうございました。 
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【笹原 選手】 
 
予選はまずまずの出来で３位を獲得しました。自身の速さや  

チームのパフォーマンスを見せる事が出来たのではないで  
しょうか。 
 
しかしながら、スタートで再度ストールしてしまい残念で  
なりません。ストールに関しては、原因をしっかりと究明し、 
次の大会でリベンジしたいです。 
 
ライバル車と比較しても、自身のペースは昨日の開幕戦も、本日
の第２戦も悪くなく、最後まで諦めずにプッシュ出来ました。 

 
チームのピット作業も早く、お陰でポジションを上げる事ができ感謝しています。自身も何台か  
抜いて、最後尾から１０位まで挽回する事が出来ました。 
 
今日のこの経験を最大限に生かし、次の大会では表彰台に立ちます。応援してくれたファンの  
皆様、スポンサー様、本田技研工業の方々、チームの皆さんに感謝申し上げます。 
 
引き続きの応援を宜しく御願いいたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【田中監督】 
 
野尻選手ポール toウィン！！終始安定したレース展開で堂々と優勝を勝ち取ってくれました！ 

昨日の予選と決勝では笹原選手にスピードがあり、野尻選手は微妙に速さが足りませんでした。 
そこで昨日の＃１５号車のセットを＃１号車に反映し、結果野尻選手の本日の予選、そして決勝に
繋がりました。改めて、２台体制の強み、メリットを感じています。 
 
昨年のチームの強さを今年も発揮できるのか、チームのメンバー全員がプレッシャーを感じながら
開幕戦に臨みました。そして昨日の笹原選手のポールポジション、本日の野尻選手のポール to  
ウィン、見事に結果を出してくれました。 
 
笹原選手は今日も決勝グリットからスタートする事が出来ませんでした。状況から分析すると、 
必ずしもドライバーの操作に起因するわけでもなさそうです。工場に戻り原因を明らかにし、対策
を施します。昨日同様に予選・決勝共に速さがありますので、次の鈴鹿では必ず結果を出します。 
 
今シーズンの最初の大会、昨年に続きしっかりと戦えるチーム体制である事を確認出来ました。 
野尻選手の２連続チャンピオン、チームタイトルの獲得を目指し、チーム一丸となって頑張ります。
応援、宜しくお願いします！ 
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